
基本目標４  
 

人口減少社会に対応した
まちづくりをすすめる 

 高齢者の単独世帯は今後増加を続けることが予測されている。また、高齢者世
帯に占める単独世帯の割合も増加傾向にある。 

図１ 高齢者単独世帯数の将来推計 
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（出所）国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）」 
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基本目標 ４ 

人口減少社会に対応した
まちづくりをすすめる 

 神奈川県における要支援・要介護者数は年々増加。要支援・要介護者に占
める75歳以上の割合は８割を超えている。 

図２ 神奈川県における要支援・要介護者数 

神奈川県における要支援・要介護者数の推移 平成26年12月末時点での要支援・要介護者数 
と75歳以上の割合 

（出所）神奈川県・介護保険事業状況報告 
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人口減少社会に対応した
まちづくりをすすめる 

 神奈川県の空き家数・空き家率は年々増加しており、空き家率は10％を超え
る水準に達している。 

図３ 神奈川県における空き家数と空き家率の推移 

（出所）住宅・土地統計調査 
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基本目標 ４ 

人口減少社会に対応した
まちづくりをすすめる 

 道路などのインフラ老朽化は今後10年で急速に進み、全橋梁の半数以上が建
設から50年を経過する見込みである。 

図４ 神奈川県内インフラの老朽化 

建設から５０年以上の橋梁の割合 

（出所）神奈川県ホームページ 

※県が管理する全橋梁数（1,215橋：平成23年4月
1日時点）に対する割合 


